
 

 

 

  

日
本
共
産
党
滋
賀
県
地
方
議
員
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２１
日
、
市
民
の
切
実
な
要
求
実
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へ
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と
交
渉
し
ま
し
た
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要
求
は
７
省

３０
項
目
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交
渉
に
は
山
下
芳
生
参
議
院
議
員
を
は
じ

め
、
穀
田
恵
二
・
宮
本
岳
志
衆
議
院
議
員
、
大
門
実
紀
史
参
議
院
議
員
も
参
加
し
ま
し

た
。
な
お
、
共
産
党
野
洲
市
議
団
は
、
交
渉
当
日
、
市
議
会
の
会
議
で
参
加
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
野
洲
市
の
要
望
も
代
表
団
に
託
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
実
現
向
け
が
ん
ば
り
ま
す
。 

■生活保護は憲法２５条に基づく生存権であり、保護基準の引き下げはやめること。

熱中症予防のため生活保護世帯へのエアコン設置に条件をつけないこと。また、

エアコン稼働のための「夏季加算」を設置すること。 
 
■国民健康保険の子どもに関わる均等割は、他の保険制度にない矛盾もあり軽減

すること。子どもの医療費無料化制度を国として創設すること。 
 
■養護学校の超マンモス化は依然として深刻。解消へ設置基準を都道府県に任

せるのでなく、国が策定し早期の解消を図ること。特別支援を要する児童生徒の

うち、医療的ケアが必要な子どもたちの通学は、保護者責任となっている現状を

抜本的に改め、すべての子どもたちが学ぶ権利が保障されるよう、設置者の責任

で通学保障がされるよう国からも働きかけられたい。 
 
■通学路の安全確保へ基準に満たしていないブロック塀の緊急点検を行うこと。市

町で撤去に補助制度を設ける動きがあるが、国として一定の期間を設け、改善が

図られるようすべき。 
 
■西日本豪雨で河川氾濫し水害や土砂災害をもたらした。災害の要因の一つに河

床に土砂が堆積し樹木が茂るなど、本来の河川の流量が制限されている。よって

河川改修や浚渫などについて直接管理する県と連携して対策を講じること。 
 
■琵琶湖保全再生法で「国民的資産」として位置づけられた琵琶湖を守る立場か

ら、国として、水草の異常繁茂やオオバナミズキンバイなどの外来植物及び外来

魚の駆除、カワウ対策などに引き続き取り組むこと。➀侵略的外来水生植物である

オオバナミズキンバイ、ナガエツルノゲイトウの大規模繁茂による被害が生じてい

る。環境省が実施している直轄防除事業を抜本的に拡大されたい。②琵琶湖で

大量繁茂する水草が、生活や産業、琵琶湖の生態系に悪影響をもたらしてい

る。琵琶湖保全再生法 15 条にもとづく国の財政支援制度創設など国の支援を

強化されたい。 
 
■環境保全型農業直接支払交付金を充実されたい。滋賀県における環境こだわり

農業は、琵琶湖の水質保全に大きく寄与している。とりわけ、環境保全効果が高

い地域特認取組は、環境保全型農業の推進に不可欠である。現場の声を踏ま

えた対応と予算確保をされたい。 
 

■琵琶湖におけるアユの再生産が不安定化している。増殖対策への支援及びアユ

にかかわる試験研究の抜本的強化のための支援を強化されたい。 
 
■２０１３年９月１６日に、陸上自衛隊饗庭野演習場で米海兵隊の垂直離着陸機Ｍ

Ｖオスプレイを使った国内初の日米合同演習が行われた。県や高島市の要請を

無視して、市役所や駅の上空を飛行するなど、米軍との「戦争訓練」が優先され

た。２０１９年１月～３月には、同演習場で再び日米合同演習が行われようとして

おり、危険なオスプレイによる軍事訓練も想定されている。県民の生命や安全を

守るため、オスプレイの飛来は認められず、日米合同訓練は中止すること。 
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■野並享子市議 
➀避難所にもなる学校体育館にエアコンの設置を 

②小中学校の学力テスト廃止を 

③空き家対策として「空家バンク制度」の実施を 
 

■東郷正明市議 
➀豪雨被害防止へ河川の土砂堆積・雑木点検と対策を 

②民間の危険ブロック塀の撤去・改修に補助実施を 

③カーブミラー倒壊防止へ安全管理の強化を 
 

■工藤義明市議 
➀豪雨時における野洲川ダムの安全対策を 

②急傾斜地における土砂災害対策を 

③生活保護世帯の熱中症（エアコン設置）対策を 
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